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1月の銅マーケットレポート及び2月の見通し（3） 

橋本アルミ（株）橋本健一郎 

【伸銅品生産】 

伸銅品生産は、前年比+7.3％の6万4,730ｔ。8か月

連続増加。内需が5万3,302ｔで＋5.8％、5カ月連続プ

ラス。輸出は、1万1,428ｔで＋14.9％、6か月連続プ

ラス。銅条は、2万0,523ｔで＋14.1％、8か月連続プ

ラス。黄銅棒は、1万6,449ｔで＋1.8％、8か月連続プ

ラス。 

【電線】 

前年比－2％の5万7000ｔ。うち国内－2.4％。輸出

が＋28.5％。通信が+13.1％。電力は－12％。電気機

械が+1.2％。自動車は＋8.4％。建設電販が－7.2%。

その他内需+14.5％。 

〈輸出〉電気銅輸出が＋28.9％の3万6722ｔ。銅スク

ラップは＋5％の3万2943ｔ。 

〈輸入〉電 気 銅 が －60.4％ の2600ｔ。ス ク ラ ッ プ

は＋80.2％の1万1842ｔ。 

【見通し】 

自動車は生産が＋4.2%。1月の国内販売台数が前年

比＋1.8％。生産が3カ月連続プラス、販売も４カ月連

続プラス。生産、販売共に１ケタ増加に減少しており

今後の動向に注意が必要。住宅着工の動向について

は、前年同月比で６ヶ月連続の増加となっており、利

用関係別にみると、前年同月比で持家、貸家は増、分

譲住宅ともに増となった。今後も期待。 

伸銅品は8か月連続プラスの前年比＋7.3％。需要の

多い銅条が、８カ月連続プラス。黄銅棒も８カ月連続

プラス、輸出が６カ月連続プラス。黄銅棒が８カ月連

続プラス。1万6,000ｔ台超え。今後の回復に期待。 

電線では輸出が＋28.5％と大幅増。用途の多い自動

車が＋8.4％。全体として減少傾向。銅輸出はトラン

プラリーによる急騰や内需の低迷を受けて地金、スク

ラップともに増加。銅輸入はトランプラリーによる急

騰や内需の低迷を受けて大幅減少。スクラップは円高

による割安感から増加。 

【スクラップ需給予想】 

流通在庫は昨年に続きトランプフィーバーを受けて

銅建値が７２万に急騰したことから建値60万近辺の塩

漬け在庫も市中に出回り供給過剰状態。単価急騰から

1か月強がすぎ高値在庫もかなり薄まり、ある程度玉

も減ってるのではないか？ 

需要面に関しては、トランプ政策による不透明感は

あるが自動車生産、販売、住宅着工も足元堅調である

ため来年度に向けて需給が引き締まるのではないか？ 

【価格・為替予想】 

今月はトランプ米大統領の発言・政策と旧正月明け

の中国の動向に左右される。 

トランプ米大統領に関しては、目先は混乱が続く入

国禁止令。対ドル通貨政策では景気対策などあるが入

国禁止令が自他ともに認める米国建国の精神に反する

のものであることから混乱はしばらく続く。故に結果

が先の経済対策を発表しても反応は限られるのではな

いか 

中国に関しては、米との海洋問題、為替問題、貿易

摩擦など抱えており、またすべてを中国が飲むとは思

えず中国経済にも悪影響がでるのではないか？ 

それらを踏まえた２月の銅価格は、トランプ米大統

領が米国入国禁止令を大幅解除し、中国との摩擦が一

旦治まった場合、1月一段高の6,100ドルを予測。 

いずれかの場合は5,800ドル。下値はいずれの条件

も達成できなかった場合１月後半安値の5,500ドル。

為替は米トランプ大統領の為替発言や景気対策発言次

第ではないか。それらを踏まえ予測は、円高はトラン

プ米大統領の円安けん制発言がなされ、景気対策に目

新しさがなかった場合1月後半高値一段高の111円台

（TTM）を予測。 

いずれも行われなかった場合現状の118円台を予

測。銅建値に関しては、660－760円程度と予測して

いる。 


